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New year greetings　2022

市長
佐藤 洋樹

本年が皆様にとりまして
幸多き大いなる飛躍の年となりますように

年頭のごあいさつ謹賀新年

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
市

政
及
び
議
会
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
新
し

い
生
活
様
式
」
の
実
践
な
ど
感
染
予
防
と
社
会
経
済

活
動
の
両
立
へ
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
現
在
、
働
き
方
改
革
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
な
ど

に
よ
り
、
地
方
で
の
暮
ら
し
が
見
直
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
地
方
回
帰
の
流
れ
を
好
機
と
捉
え
、
地
域

の
特
性
や
強
み
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
施
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
施
策
の
実
現
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
と

協
働
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ
り
身
近
な
議
会
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期

終
息
と
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
本
市
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
急
増
し
、
山
形
県
・
寒
河
江
市
「
緊
急
事

態
宣
言
」
が
出
さ
れ
、
感
染
拡
大
を
阻
止
す
べ
く
、

市
民
一
体
と
な
っ
て
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
新
第
６
次

振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
加
速
化
、
プ
レ
ミ
ア
ム
電
子
商
品
券
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
経
済
対
策
、
小
中
学
校
の
給
食
完
全
無
料

化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
新
市
営
住
宅
陵
南
ア
パ
ー
ト
入
居
開
始
、

屋
内
児
童
遊
戯
施
設
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
等
の
機
能

を
新
た
に
加
え
る
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
再
整
備
と
新
市

民
浴
場
の
建
設
工
事
開
始
な
ど
が
予
定
さ
れ
、
子
育

て
支
援
、
生
活
環
境
、
防
災
体
制
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
医
療
福
祉
の
充
実
な
ど
市
民
が
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
計
画
を
さ
ら
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
あ
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議長
國井 輝明
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姉妹都市
　神奈川県寒川町

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
寒
河
江
市
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
２
年
の
姉
妹
都
市
締
結
以
来
、

寒
河
江
市
の
皆
様
と
は
毎
年
様
々
な
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
絆
を
深
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
顔
の
見
え
る
交
流

が
し
ば
ら
く
遠
の
く
な
か
、
貴
市
名
産

の
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ
ン
ゴ
な
ど
を
通
し

て
、
皆
様
の
温
か
い
笑
顔
に
思
い
を
は

せ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
「
つ
な

が
る
力
で　
新
化
す
る
ま
ち
」
を
将
来

像
と
す
る
、
新
総
合
計
画
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
る
新

た
な
視
点
や
力
に
よ
っ
て
、
心
豊
か
な

ま
ち
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
隣
の
茅
ヶ
崎
市
と
共

同
で
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
表
明
し
ま

し
た
。
気
候
変
動
に
よ
る
水
害
等
の
激

甚
化
は
、
３
つ
の
川
が
流
れ
る
本
町
に

と
り
深
刻
な
問
題
で
す
。
住
民
や
事
業

者
、
行
政
等
が
一
丸
と
な
り
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
寒
河
江
市
と
本
町
が
こ
れ
か
ら
も
交

流
を
深
め
、
姉
妹
都
市
と
し
て
相
互
発

展
で
き
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

寒川町長
木村 俊雄

｢高座」のこころ。高座郡さむかわ

　
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
上

で
教
育
、
医
療
、
福
祉
、
警
察
、
消
防
等

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
道
路
、
公
園
等
の
公

共
施
設
の
整
備
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
税
金
を
主
な

財
源
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
１
日
（火）
か
ら
市
・
県
民
税
の
申
告

相
談
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
、
速

や
か
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
／
市
税
務
課
市
民
諸
税
係

　
☎（

８
５）

１
６
９
６
へ
。

市
・
県
民
税
の

申
告
相
談
に
行
こ
う

2月１日（火）
から

事前準備は 早めに！　令和４年１月１日現在、本市にお住まいで「申告が必要ない方」に当てはまらない場合は、令和３年中の収入の有
無に関わらず、市・県民税の申告が必要です。申告をしないと、国民健康保険税等の軽減措置や、福祉・教育制度等
の優遇措置を受けられない場合があります。

①営業、農業、不動産、配当、雑、一時、譲渡等の収入があった方
②給与収入があった方で次のいずれかに当てはまる方
 ▶勤務先で年末調整をしていない
 ▶年の途中で退職した
 ▶２カ所以上から給与収入があった
 ▶給与収入の他に収入があった
 ▶ �源泉徴収票に記載された控除の他、医療費、社会保険料、生命保

険料、扶養等の控除を受ける
③公的年金等の収入があった方で、次のいずれかに該当する方
 ▶公的年金等の他に収入があった
 ▶ �公的年金等の源泉徴収票に記載された控除の他、医療費、社会保

険料、生命保険料、扶養等の控除を受ける

申告が必要な方

①�税務署に確定申告書を提出
する方

②�給与収入が１カ所からのみ
で、職場で年末調整を行っ
た方

③�令和３年中に収入がなく、
同一世帯内で税制上の扶養
親族になっている方

④�公的年金等の収入のみの方
で、源泉徴収票に記載され
ている控除以外に追加する
控除がない方

申告が必要ない方

①収入金額、必要経費を明確にできる次の書類
 ▶給与収入があった方は、源泉徴収票、支払証明書
 ▶公的年金収入があった方は、年金の源泉徴収票
 ▶農業収入があった方は、農業収支計算内訳書、帳簿、金額が分かる預貯金通帳、領収書等
 ▶営業・不動産収入があった方は、収支内訳書、帳簿、伝票、領収書等
②所得控除に必要な書類
 ▶ �健康保険、生命保険、国民年金、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の掛金証明書

や領収書、障害者手帳等
 ▶ �医療費控除を行う場合は、医療費控除の明細書および医療費の領収書（介護サービスの利用者負担金

で医療費控除を行う場合は、サービス事業者の発行する対象費用明細のある領収書）
③申告者の預貯金通帳
④申告者のマイナンバーと本人確認ができる次のいずれかの書類
 ▶マイナンバーカード
 ▶マイナンバー通知カードおよび運転免許証や公的医療保険被保険者証等の本人確認ができる書類
⑤利用者識別番号をお持ちの方は、番号が分かる書類

※８ページに、申告が必要かどうかを判断できる図を掲載していますのでご活用ください。

あなたは市・県民税の申告が必要ですか？

申告に必要なもの

申告相談へ行こう！
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令和３年分市・県民税の申告相談



　申告相談会場は大変混雑しますので、町会等ごとの指定日時に会場へお
越しください。また、下記の期間中は市役所での相談は行っておりません。

市・県民税の申告相談日程よくある質問　Ｑ＆Ａ

自宅で確定申告書の作成・提出
　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成できます。作成した確定申告書
は国税電子申告・納税システムｅ‐Ｔａｘによる送信、または印刷し郵送での提出をお願いします。
■�郵送による提出先／〒990-8601山形市大手町１番23号（山形税務署内）仙台国税局業務センター山形分室（寒
河江署分）宛て
確定申告書作成会場を開設
　入場する際は、入場整理券が必要です。会場での当日配布のほか、事前発行の方法もあります。詳細につい
ては、国税庁のホームぺージをご覧ください。
■日時／２月３日㈭～３月15日㈫（土・日曜日、祝日を除く）の午前９時～午後５時
■会場／寒河江税務署１階
■その他／不動産売却や贈与税の申告相談は、２月15日㈫～３月15日㈫の火・木曜日に実施します。
申告期限および納付期限
■所得税および復興特別所得税、贈与税／３月15日㈫
■消費税および地方消費税（個人事業者)／３月31日㈭
●問合せ／寒河江税務署☎86-2244音声案内後０番へ。

●会場／西部地区公民館　
●受付／午前９時15分～10時45分、午後１時～３時45分

月　日 午　前 午　後
２／１ 火 陣ケ峯、新町１～３ 中町、上町、麓下・中・上、地福田

２ 水 楯、しらいわ、さがえ、留場下・中・上、上野下 上野上、宮内、鬼越、南坂、桜橋、田沢、橋本、下道、
新御堂

３ 木 上宿、東上宿、中宿、下宿、幸生中 箕輪、醍醐（特別養護老人ホーム)、笈合、幸生上、
柳の沢、前田代下・上、宮沢、行沢、葉の木、畑

４ 金 高松、鹿島、米沢 下八鍬、上八鍬、臥竜橋
７ 月 新田 下谷沢、中谷沢、上谷沢、中新田

●会場／この木交流センター　
●受付／午前９時15分～10時45分、午後１時～３時45分
●その他／しばはし保育所の建て替え工事に伴い、駐車場が限られていますので、乗り合い等でお越しください。

月　日 午　前 午　後
２／9 水 柴橋１・２ 柴橋３～５
10 木 落衣１、落衣南町、内の袋、木の沢、松川東・西 金谷１～３
14 月 金谷４・５、中郷１・２ 中郷３～７
15 火 中郷８、平塩１～３ 平塩４～８、長生園

●会場／市技術交流プラザ
●受付／午前９時30分～11時、午後１時～３時45分

月　日 午　前 　　　午　後
２／17 木 東町、君田町、住吉町 十二小路、仲、北
18 金 石川、下河原上 下河原下、宝西
21 月 宝東、高貝 城之内、高田
22 火 馬寄、田中、ひがし団地 下河原、中河原
24 木 上河原、いずみ、道生、雲河原 入倉、本楯１・２
25 金 本楯３・４ 本楯５、花楯町、高田新町、高屋１・２の１
28 月 事務整理日のため、申告相談は行いません

３／１ 火 高屋２の２・３・４ 西浦１・２、島１・２
２ 水 泉町、南新町、島５ 曙町、寿町、皿沼１・２
３ 木 皿沼３、洲崎、六供町１～３、３ 緑町１～４、仲田、西寒河江、４、５、６
４ 金 ８、上町、八幡町、長岡町、山岸南、山岸 石持、石持２、丑町１・２、横町、新町１、新町、20

７ 月 21、西の町、駅前１・２、25の甲、幸町、十日市場、
27、道場小路、南町

丸内、矢の目、34、35、七日町、ほなみ、東内楯、
中内楯

８ 火 市技術交流プラザ休館日
9 水 南内楯、新宿、桜小路、越井坂１ 越井坂２・３、東新山、新山、高田団地、末広町１
10 木 末広町２～４ 栄町１・２、さくら町、日の出町
11 金 みずき、中央１～３ 中央４・５、陵南町１～３
14 月 舟橋２、舟橋東 舟橋西・中・南、元町１～３
15 火 元町４～9 元町10、美原町１・２、若葉町１～３

寒河江市
技術交流プラザ

寒河江工業高校

西寒河江駅寒河江税務署からのお知らせ
＝確定申告を忘れずに行いましょう＝

　　　　所得税は国へ、市・県民税は１月１日時点に居
　　　住している市と県に納める税金です。所得税はそ
の年の所得に対して課税されますが、市・県民税は前年
の所得に対して課税されます。扶養控除や生命保険料控
除などの控除がありますが、それぞれ控除額は異なります。

所得税と市・県民税の違いは？

　　　　医療費控除を行う場合は、必ず持参してくださ
　　　い。医療費控除の明細書がないと受け付けできま
せん。内容を確認するため、領収書も忘れずにお持ちく
ださい。また、領収書はご自身で５年間保存する必要が
あり、税務署などから提出を求められたときは、提示ま
たは提出しなければなりません。
　医療費控除は、納税者本人や生計を一にする配偶者お
よび親族のために支払った医療費を、所得額から控除す
るものです。支払った医療費が戻るものではなく、所得
がない場合は対象になりません。

「医療費控除の明細書」は必ずいるの？

　　　　年間の年金収入が次の①②のいずれかの方は、
　　　申告は必要ありません。①合計400万円以下で年金
以外の所得がなく、年金源泉徴収票に記載された控除の
他、医療費、社会保険料、生命保険料、扶養等の控除が
ない場合、②遺族年金・障害年金のみの場合。

収入が公的年金だけでも申告は必要なの？

　　　　市・県民税は、１月１日時点に居住していた自
　　　治体に納めますので、年の途中で転出した場合は、
転出前の住所地に納税することになります。

転入・転出したときの市・県民税はどうなるの？

　　　　農業所得を含む事業所得、不動産所得、山林所
　　　得がある方です。帳簿や帳簿を作成する基となっ
た書類は、納税者の住宅や事業所などの所在地に整理し
て保存する必要があります。

帳簿などの保存が必要な人は？

　　　　必要ありません。確定申告をした場合、その内
　　　容が税務署から市に送られます。市では、送られ
てきた内容を基に市・県民税の額を算定します。

税務署で所得税の確定申告をしたけど、市・県
民税の申告も必要なの？

昨年と会場が
変わります！
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SAGAE COLUMN
さがえコラム
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はいはい

はい

はい

はい

はい

令和３年中にどのような収入がありましたか？

　この図は一般的な例です。すべての場合に当てはまるわけではありませんので、ご不明な点はお問い合わせください。

に沿って進んでください。はい いいえ

※収入なしの場合は、郵送で手続きできる簡易申告書での申告も可能です。

申　告　相　談 確定申告申告不要

年金源泉徴収票に記載され
た控除の他、医療費、社会
保険料、生命保険料、扶養
等の控除がある

年末調整を受けていな
い医療費、住宅借入金
等の控除がある

公的年金以外の
所得が20万円を
超える

給与収入が2000万円を超
える

主に給与収入主に公的年金収入事　業　収　入収　入　な　し

公的年金収入以
外の所得がある

あなたを扶養してい
る人が市内にいる

公的年金収入が400万円を
超える

税法上の扶養親族になっ
ている

収入から経費を差し引い
た合計所得金額が、所得
税の所得控除額より多い

給与以外の所得が
20万円を超える

給与以外に所得が
ある

確定
申告

確定
申告

申告
相談

申告
相談(※)

申告
不要

申告
不要

いいえ

いいえ

いいえ
いいえ

いいえ

いいえいいえ

いいえ

いいえ

いいえ

市県民税の申告が
必要です。

申告
相談
　指定日に会場で申告相談をし
てください。

所得税の確定申告が
必要です。

確定
申告

　税務署または、税理士会主催
の確定申告相談で、申告してく
ださい。

申告が必要かどうか
チェックしてみましょう

　冬が旬の野菜は根菜類が多く、土の栄養をしっか
り吸収して強く育ち、寒さに耐えて甘みが増してい
るのが特徴です。昔から旬の時期に食べる野菜は、
おいしい上に、栄養価が高いことで知られています。
　代表的な冬野菜には大根、白菜、ホウレン草、長
ネギ、レンコンなどがあります。大根には、消化酵
素のジアステーゼが豊富に含まれ、消化を助け胃腸
の機能を高める効果があります。白菜は、カリウム
やカルシウム、ビタミン類をバランス良く含み、カ
ロリーが少ないのでダイエットにお薦めです。冬の
ホウレン草は、葉に多種類のビタミン・ミネラルを
多量に含み、夏のホウレン草の３倍にもなると報告
されています。長ネギは、香りに殺菌作用と鎮痛効
果があり、風邪に効果的です。レンコンはビタミン
Ｃが豊富で加熱しても壊れにくく、風邪の回復や疲
労回復などに有効なほか、食物繊維も多く便秘改善
にも効果があります。
　このように大切な栄養素がたっぷり含まれている
旬の野菜をたくさん使った豊かな食生活を心がけ、
健康になりましょう。
●問合せ／市健康福祉課市民健康係☎85-0973へ。

旬の野菜を食べて
健康になりましょう

食から始める健康レシピ⑰

　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日現在に所
有している軽自動車等に対して課税されます。４月
２日以降に廃車、解体、標識返納や名義変更の手続
きをした場合でも、４月１日時点の所有者等に１年
分の軽自動車税を納付していただくことになります。
地方税法の規定により、所有期間に応じた月割りに
よる課税はありませんのでご注意ください。
　地方税法で規定する軽自動車等とは、原動機付自
転車（排気量125㏄以下）、小型特殊自動車、軽二輪、
小型二輪、軽三輪、軽四輪のことをいいます。すで
に譲渡や廃棄により、お手元に軽自動車等がなけれ
ば、速やかに手続きをお願いします。軽自動車税の
課税状況を知りたい場合は、お気軽に税務課までご
連絡ください。
　軽自動車等に関する手続きについては、原動機付
自転車・小型特殊自動車は市市民生活課市民係［☎
85-1854]、軽二輪・小型二輪は東北運輸局山形運輸
支局［☎050-5540-2013]、軽三輪・軽四輪は軽自動
車検査協会山形事務所［☎050-3816-1835］へお問
い合わせください。
●問合せ／市税務課市民諸税係☎85-1696へ。

税のワンポイント
軽自動車税
課税の仕組み

寒河江で
活躍する

ＡＬＴを紹介
　Ｈａｐｐｙ Ｎｅｗ Ｙｅａｒ！�みなさん、お元気ですか。ＡＬＴのクリストファーです。
今回は、年末年始のことを書きたいと思います。日本では、大みそかや正月に
いろいろな行事がありますね。私がアメリカにいたときは、大みそかに家族で
映画を見たり、元旦にウィーン・フィルハーモニー管弦楽団が演奏するヨハ

ン・シュトラウスの音楽番組を見たりしていました。
　私が寒河江市に来た平成30年の大みそかは、慈恩寺の花火を見に
行きました。夏に見る花火とは違い、雪の中で見る花火も素敵でし
た。そのあと、１時間以上並んで、初詣をしました。また、次の年
には、友達のコリンと一緒に知人の家で、初めて餅つきを体験し、
お雑煮やずんだ餅にして食べました。とてもおいしかったです。

コーナー・クリストファー
（陵東学区で英語指導、アメリカ合衆国ミネソタ州出身・28歳）
今年１年が、皆さんにとってよい１年になることを祈っています。

ＡＬＴ(外国語指導助手)通信
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「市長と語る市政ミーティング」

　５月から実施している町会長との意見交換会「市長と語る市政ミーティング」のうち、西根地区（高貝、城之
内、高田、馬寄、田中、ひがし団地）、三泉地区、柴橋地区（落衣１、落衣南町、内の袋、木ノ沢、松川東、松川
西、金谷１～５）で出された主なご意見について紹介します。
●問合せ／市企画創成課広報広聴係☎85-1431へ。

「市長と語る市政ミーティング」で出された主なご意見

　水害等による避難指示は、大きな被害が発生する
前に、明るい時間帯に発出するよう取り組んでもら
いたい。

　水害は、気象情報等により予測が可能となってお
ります。避難指示は、たとえ空振りに終わるとして
も、早目に出せるよう努力してまいります。浸水想
定区域について、あらかじめ市洪水ハザードマップ
でご確認ください。

回　答

　空き家について、複雑な家庭の事情などから、所
有者が分からず連絡が取れないケースが増えてきて
おり困っている。野生動物が住み着くこともあり、
空き家の扱いについて、改善措置はないか。

　空き家の所有者が判断することとなりますが、危
険家屋を解体する場合、限度額50万円の補助事業が
あります。所有者への連絡や空き家が周囲に危険を
及ぼしているなど、具体的にお困りのことがありま
したら、市建設管理課にご相談ください。

回　答

　集団資源回収について、回収作業にあたる子ども
と保護者の人数が減っている。トラックの手配等も
難しく、実施すること自体が難しくなってきている。
今後も継続して実施できる方策を検討願いたい。

　他市の事例なども参考にしながら、少子化社会に
おいても継続して実施していける仕組みを研究して
まいります。

回　答

　高齢者のサロン活動について、企画運営できる人
材が不足している。対象者を広げるために、入会年
齢を下げているものの、若い世代は入りたがらない
実態がある。

　老人クラブ活動自体ができなくなっている地域も
見られるところでありますが、高齢者の方が地域の
中で元気に活動できる場を設けていく必要があると
感じております。支援制度の充実を図ってまいりた
いと考えております。

回　答

　市内循環バスが２時間おきの２回運行なので利用
しづらい。利用状況と、増便の予定などがあるのか
教えてほしい。

　利用者は徐々に増えているものの、乗車人数はま
だまだ少ない状況ですので、増便は今のところ考え
ておりません。これまでの事業効果等を検証して、
今後の取り組みを検討してまいります。

回　答

　寒河江市立病院も県立河北病院も経営が苦しく、
施設の老朽化もあって統合する方向という報道を目
にした。基幹病院について、どのように考えている
のか伺いたい。

　市立病院は、老朽化により建て替えが必要となり
ます。公的な部分を担う公立病院は赤字経営となっ
ており、県に、西村山地域全体の医療のあり方につ
いての検討を提案しておりますが、コロナ禍により、
なかなか進展が見られない状況にあります。

回　答

　三泉小学校の子どもも少なくなり、４・５年生は
複式となっているようであるが、学校再編について
現在の検討状況を伺いたい。

　学校再編については、教育委員会の検討会におい
て議論しており、市立学校のあり方が令和３年12月
に取りまとめられております。

回　答

　県道天童大江線が通学路になっているが、朝夕の
交通量が多く、車も速い。歩道が設置されていない
こと等から危険性を感じている。

　通行規制を所管する県公安委員会に相談したとこ
ろ、スクールゾーンの指定や速度規制は困難である
とのことでした。また、警察では、当該箇所を速度
違反の重点取り締まり路線としており、要望があれ
ば通学時間帯での速度違反取り締まりを実施してい
くとのことでした。なお、県道管理者には、グリー
ンベルトの設置や減速マークの表示等を働きかけて
まいります。

回　答

　除雪について、市道は早朝からきれいにしてもら
っているが、県道は午前８時半ごろから始まり、雪
の塊を路上に残していく。市道と県道が交差する所
では車が出られず、家の前の雪の塊は時間帯的にも
世帯的にも高齢者が対応することになり除雪が困難
であるので、県と協議いただき改善願いたい。

　県と改善について話をしてみます。この状況につ
いては、市道の除雪事業者と県道の除雪事業者でお
互いに理解してもらう必要がありますので、都度、
市建設管理課までご連絡ください。

回　答

　警鐘台を、老朽化のため撤去するとのことだが、
今後のスケジュールを教えて欲しい。

　各地域の撤去要望について取りまとめを行なって
おり、令和４年度中に撤去する予定です。警鐘台に
防災行政無線が設置されている場合、防災行政無線
用に新たな柱を設置する計画です。

回　答

　自主防災会で防災訓練を実施した際、防災行政無
線が聞こえなかったので、増設等はできないか。ま
た、防災行政無線を使って、選挙時に投票を呼び掛
けるなど、普段から多様な使い方ができないか。

　聞こえないことのないように、防災行政無線の音
量を高めに設定変更しました。防災行政無線の利活
用については検討委員会で協議しておりますが、有
事の際に注意して聞いてもらえなくなることを懸念
し、緊急時のみに使用しているところです。

回　答

　防災行政無線が聞こえにくい場合の解決策が、増
設など現在の仕組みを強化するだけでよいのか疑問
に感じる。ソーシャル・ネットワーキング・サービ
ス（ＳＮＳ）等の併用など検討するべきではないか。

　避難情報等は、防災行政無線のほか緊急速報メー
ルでお知らせし、防災行政無線が聞こえにくい地域
には戸別受信機を配布しておりますが、今後、ツイ
ッター等のＳＮＳも活用してまいります。

回　答

　災害が起きた場合、自力避難できない方に対する
避難支援はどうなるのか。

　市の「要支援者避難支援プラン」には、要支援者
の避難支援に当たっていただける地域の方を記載し
ており、町会長の皆さんにも配布させていただいて
おります。地域全体での支援にご協力ください。

回　答

　市ホームページに掲載してある防災マップを、拡
大・縮小できるようにしていただきたい。２ページ
にまたがって掲載され、見づらい部分がある。

　市ホームページ掲載の「洪水ハザードマップ寒河
江市全域」をご覧ください。防災マップに浸水想定
区域図を加えたもので、拡大・縮小が可能です。

回　答

　消防団について、新入団員が数年間いなかったり、
常時活動している団員が10人程度だったりという状
況で、防災設備の管理等に苦慮しており、有事の際
の初動体制に不安を感じている。

　消防団員数の減少は大きな課題ですので、対策を
考えてまいります。入団者を増やせるよう、活動環
境の改善や団員報酬の引き上げ等を、消防団幹部と
協議しながら検討しております。

回　答
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「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や
　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。 さがえフォトスタジオ

地域おこし協力隊活動報告会

　11月29日、協力隊の視点で見た寒河江の魅力や活動し
てきた取り組みなどが発表されました。

チェリーナさがえフェスティバル

　12月５日、小中学生を対象にオリンピックのメダリス
トによるソフトボールの指導が行われました。

地区公民館活動写真展

　12月16日から１月11日まで、地区公民館の活動を記録
した写真の展示が行われました。

門松贈呈式

　12月10日、市役所の正面玄関にシルバー人材センター
の会員が作った門松が飾られました。

ＳＡＧＡＥ　　　　ＰＨＯＴＯ　ＳＴＵＤＩＯ

高嶋ちさ子　with　Super　Cellists

　11月16日、クラシックコンサートが開催され、観客はカノンやＧ線上
のアリアなど名曲の演奏に魅了されました。

渡辺貞夫カルテット2021

　11月23日、さがえ慈恩寺ふるさとコンサートとしてジャズコンサート
が開催され、観客は「世界のナベサダ」のスイングに酔いしれました。
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市
よ
り
眺
望
す
る
月
山
は
な

だ
ら
か
で
美
し
い
。
し
か
し
…
。

か
つ
て
の
修
験
者
た
ち
は
優
し
い

月
あ
か
り
に
何
を
祈
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
」。
こ
の
度
母
校
寒
河
江
高

校
創
立
100
周
年
の
記
念
に
布
施
光

悦
氏
が
贈
呈
し
た
「
遺
跡
幻
想
」

の
作
品
紹
介
の
一
部
で
あ
る
。

　
布
施
氏
は
清
助
新
田
の
龍
泉
寺

に
生
ま
れ
た
。
寒
河
江
高
校
5
回

卒
で
あ
る
。
昭
和
59
年
に
日
展
初

入
選
か
ら
以
後
7
回
入
選
。
現
代

工
芸
「
和
紙
」
部
門
の
第
一
人
者

で
あ
る
。
日
本
現
代
美
術
展
審
査

員
等
の
重
責
も
担
わ
れ
た
。　
　

　
こ
の
度
寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
第

22
回
日
展
の
入
選
作
で
あ
り
、
多

く
の
入
選
作
の
中
で
も
特
に
大
切

に
保
存
し
て
き
た
思
い
出
深
い
作

品
で
あ
る
。
月
山
は
自
分
に
と
っ

て
永
遠
の
課
題
で
あ
り
今
も
追
い

求
め
て
い
る
と
語
る
。

　
若
か
り
し
時
、
春
早
く
月
山
に

ス
ケ
ッ
チ
に
出
か
け
た
。
カ
チ
カ

チ
の
残
雪
の
中
か
ら
柔
ら
か
い
水

芭
蕉
が
顔
を
出
し
て
い
た
。
そ
の

生
命
の
美
し
さ
・
力
強
さ
に
感
動

し
て
水
芭
蕉
シ
リ
ー
ズ
に
挑
戦
し

て
き
た
。
具
象
か
ら
抽
象
へ
と
納

得
の
で
き
る
作
品
に
な
る
ま
で
に

は
十
余
年
は
か
か
っ
た
と
い
う
。

　
自
分
が
永
く
関
わ
っ
て
き
た
和

紙
を
生
か
し
た
芸
術
の
道
に
歩
み

出
し
た
の
は
26
歳
の
時
。
日
本
現

代
工
芸
美
術
展
で
の
「
芯
」
が
初

入
選
で
あ
っ
た
。
し
か
し
審
査
員

の
評
は
厳
し
か
っ
た
。

　
昭
和
56
年
日
展
評
議
員
加
納
俊

治
氏
（
現
在
の
愛
知
県
豊
田
市
小

原
）
の
門
下
生
と
な
っ
た
。
6
年

間
、
年
3
回
以
上
、
1
週
間
泊
ま

り
込
み
で
自
分
の
技
法
を
追
求
し

続
け
た
。
門
下
生
の
条
件
と
し
て

「
や
る
気
、
時
間
、
自
分
を
磨
き
上

げ
る
心
」
が
あ
る
か
を
問
わ
れ
た
。

自
分
を
磨
か
な
け
れ
ば
感
動
す
る

作
品
は
生
ま
れ
な
い
。
そ
し
て
表

現
す
る
技
も
大
切
で
あ
る
と
、
紙

漉
き
の
技
や
工
芸
図
案
な
ど
ま
で

学
ん
だ
。

　
も
う
一
つ
難
題
が
示
さ
れ
た
。

そ
れ
は
奥
様
も
染
色
を
受
け
持
つ

と
い
う
こ
と
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
て
長
い
年
月
の
中
で
つ

い
に
自
分
に
し
か
表
現
で
き
な
い

技
法
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
奥
様
は
華
道
の
先
生
。
花
を
通

し
て
美
を
追
求
し
て
い
る
。
秋
の

優
し
い
陽
の
差
す
部
屋
で
、
お
互

い
に
高
め
あ
っ
た
道
の
り
を
語
っ

て
下
さ
っ
た
。

和
紙
工
芸
作
家
布
施
光
悦
の
世
界

　嵐のあと、無人島に流れ着いた
ロボットのロズは、生きていくために、まわりの
野生動物たちの真似をすることを学んでいきます。
ロボットと野生動物たちとの心温まる友情を描い
たこの物語は、自然と人間について、人工知能に
ついて、そして何よりも生きることについてさま
ざまな問題を考えさせてくれます。

　郷間正観常設展に、新年・寅年にちなんで、虎の作
品を展示しています。水晶の中に絵が収まっている「五
虎之図｣、百頭の虎を描いた巻物「百虎迎春｣、虎を実
物の大きさで描いた屏風型の彩墨画「冬去春来迎新年」

など、計６点です。「１日に
千里も走るといわれる強力
な力を秘めた虎から、活力
をもらって、皆さんが今年
１年元気に生活できるよう
に」という願いを込めた展
示です。
●�問合せ／市文化センター
☎86-5111へ。

２４日㈪
※�２月までの閉館時間は、午後６時３０分（日曜・
祝日は午後５時）

❶月の休館日

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　１／15㈯午後２時～２時30分
ムーミンママクラブ　１／23㈰午前11時～11時40分
図書館ボランティアチェリー
　　毎週火曜日の午前10時～11時30分（祝日を除く）

おはなし室

つつじの家創作品展　　　　　　　　１／23㈰まで
石塚直樹写真展　　　　　　　　　　１／25㈫から

展示ホール

ブックテーマコーナー
年頭所感　　　　　　　　　　　　　１／23㈰まで
神秘の世界　　　　　　　　　　　　１／25㈫から

野生のロボット
ピーター・ブラウン・作・絵

福音館書店・発行
前沢明枝・訳

コンサートの様子

　
今
月
か
ら
、
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌

倉
殿
の
13
人
」
の
放
送
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ド
ラ
マ
に
は
大
江
広
元

が
登
場
し
ま
す
。
広
元
は
、
約
４

０
０
年
間
寒
河
江
を
治
め
た
大
江

氏
の
最
初
の
人
物
で
、
鎌
倉
幕
府

に
お
い
て
も
重
要
人
物
で
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
の
本
市
ゆ
か
り

の
大
江
広
元
の
事
績
を
追
っ
て
い

き
ま
す
。

　
大
江
広
元
は
、
康
治
２
（
１
１

４
３
）
年
も
し
く
は
久
安
４
（
１

１
４
８
）
年
京
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

大
江
家
は
菅
原
家
と
並
ぶ
学
問
の

一
族
で
し
た
。

　
成
長
し
て
朝
廷
に
仕
え
た
広
元

で
す
が
、
元
暦
元
（
１
１
８
４
）

年
頃
、
源
頼
朝
の
要
請
に
よ
り
鎌

倉
に
移
り
、
公
文
所
（
の
ち
政

所
）
の
初
代
別
当
（
長
官
）
と
な

り
ま
す
。
幕
府
の
文
書
作
成
や
財

政
を
担
う
部
局
で
す
。

　
文
治
元
（
１
１
８
５）

年
、
頼

朝
は
全
国
に
守
護
と
地
頭
を
設
置

し
ま
す
。
守
護
は
国
ご
と
に
置
か

れ
た
軍
事
・
警
察
の
権
限
を
握
る

機
関
、
地
頭
は
荘
園
ご
と
に
置
か

れ
た
役
職
で
す
。
こ
の
設
置
を
進

言
し
た
の
が
、
広
元
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ

大
江
広
元
の
事
績

寒
河
江
と
大
江
氏
⑧

た
年
は
、
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に

任
命
さ
れ
た
建
久
３
（
１
１
９
２
）

年
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
文
治
元
（
１
１
８
５
）

年
が
最
有
力
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。

守
護
・
地
頭
の
設
置
に
よ
り
、
鎌

倉
幕
府
が
実
質
的
に
成
立
し
た
た

め
で
す
。

　
承
久
３（

１
２
２
１）

年
、
後

鳥
羽
上
皇
が
幕
府
を
討
つ
た
め
に

起
こ
し
た
承
久
の
乱
で
は
、
上
皇

軍
が
鎌
倉
に
攻
め
入
ろ
う
と
し
ま

す
。
幕
府
軍
も
鎌
倉
で
迎
え
撃
と

う
と
い
う
意
見
が
大
方
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
広
元
は
京

に
進
軍
し
て
戦
う
こ
と
を
強
く
主

張
。
幕
府
軍
の
勝
利
に
結
び
付
き
、

幕
府
が
公
家
政
権
の
主
導
権
も
握

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
広
元
は
鎌
倉
時

代
初
期
に
幕
府
の
重
要
な
地
位
に

あ
り
、
そ
の
言
動
は
幕
府
の
方
向

性
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
鎌
倉
幕
府
の
基
礎
作

り
に
貢
献
し
た
人

物
と
評
価
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
そ

の
子
孫
が
長
く
寒

河
江
を
治
め
た
の

で
し
た
。

＝
会
員
募
集
中
＝

　
チ
ェ
リ
ー
ズ
は
、
市
主
催
行
事

へ
の
協
力
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
な
ど
、
楽
し
く
社
会
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動

す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（

８
６）

５
１
１
１
へ
。

ゆめはーとなつまつりにて

遺跡幻想

大江氏を知ってもらうために
｢もっと知りたい！大江氏パネル展」を開催
　12月11日～27
日まで、慈恩寺
テラスを会場に
｢天文本大江系
図」や寒河江城
の古絵図等を展
示しました。
大江氏マップを制作

　大江氏が関わ
った城跡や古戦
場、用水路など、
市内に現在も残
っている大江氏
ゆかりの地を地
図と共に紹介し
ています。
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競
争
入
札
参
加（
建
設
工
事
）

の
追
加
受
付

　
令
和
４
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事

の
競
争
入
札
に
、
新
た
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
の
追
加
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

登
録
有
効
期
間
／
４
月
１
日
～
令
和
５
年

３
月
31
日

●�

申
請
方
法
／
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
に
記
入
の
上
、
２
月
１
日
（火）
～
28
日

（月）
に
市
財
政
課
へ
郵
送
（
〒
991-

8601
寒
河
江

市
中
央
一
丁
目
９
番
45
号
）、
持
参
の
い
ず

れ
か
。(

申
込
期
間
内
必
着)

●�

問
合
せ
／
市
財
政
課
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
室
☎（

８
５）

１
９
８
１
へ
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金

　
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
困
窮
し
て
い
る
世
帯
を
支
援
す
る

た
め
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●�

募
集
住
宅
／[

ひ
が
し
団
地
・
中
耐
４
階
建
］

３
Ｄ
Ｋ
・
２
戸
、[

高
田
団
地
・
中
耐
４
階

建］

３
Ｄ
Ｋ
・
５
戸
、[

陵
南
ア
パ
ー
ト
・

木
造
２
階
建
］
１
Ｄ
Ｋ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ

イ
プ
・
１
戸
、
２
Ｄ
Ｋ
・
９
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
・

１
戸
、
１
Ｄ
Ｋ
車
い
す
タ
イ
プ
・
１
戸

●�

入
居
資
格
／
同
居
（
予
定
）
す
る
親
族
が

お
り
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
60
歳

以
上
の
方
は
単
身
で
も
可
）。
他
に
も
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
２
月

４
日
（金）
ま
で
市
建
設
管
理
課
へ
持
参
。
申

お
知

ら
せ

覧
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
／
令
和
３
年
12
月
10
日
現
在
で
本
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
次

の
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。
①

令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
非
課
税

の
世
帯
（
税
法
上
の
扶
養
親
族
の
み
の
世

帯
を
除
く）

、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
て
令
和
３
年
１
月
以
降
に
世

帯
収
入
が
急
激
に
減
少
し
、
住
民
税
均
等

割
非
課
税
の
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
世
帯

●
給
付
額
／
１
世
帯
当
た
り
10
万
円

●�

申
請
方
法
／
９
月
30
日
（金）
ま
で
、
①
に
該

当
す
る
世
帯
は
郵
送
さ
れ
た
確
認
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
用
封
筒
で
返

送
、
②
に
該
当
す
る
世
帯
は
世
帯
員
全
員

の
収
入
額
が
住
民
税
均
等
割
非
課
税
の
世

帯
と
同
様
の
事
情
で
あ
る
と
確
認
で
き
る

書
類
を
準
備
し
、
市
健
康
福
祉
課
生
活
福

祉
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０

８
０（

９
２
５
６）

６
７
３
９
へ
。

灯
油
購
入
費
等
の
助
成
を
拡
大

　
新
た
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等

に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
た
世
帯
を
助
成
対
象

に
加
え
ま
す
。
灯
油
価
格
等
が
高
騰
し
て
い

る
こ
と
か
ら
助
成
額
を
増
額
し
支
給
し
ま
す
。

●�

対
象
／
Ⓐ
令
和
２
年
４
月
～
令
和
４
年
１

月
に
総
合
支
援
資
金
を
借
入
し
た
世
帯
。

ま
た
は
、
Ⓑ
令
和
３
年
度
市
民
税
が
世
帯

全
員
非
課
税
で
、
次
の
①
～
④
い
ず
れ
か

込
書
は
市
建
設
管
理
課
で
交
付
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
建
築
住
宅
係

　
☎（

８
５）

１
６
２
７
へ
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

●�

募
集
住
宅
／
南
寒
河
江
ア
パ
ー
ト
（
中
耐

４
階
建
、
３
Ｄ
Ｋ
）
２
戸

●�

入
居
資
格
／
原
則
同
居
（
予
定
）
す
る
親

族
が
い
る
方
。
他
に
も
所
得
制
限
等
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

●�

申
込
／
２
月
２
日
（水）
～
８
日
（火）
に
県
す
ま

い
情
報
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３（

６
４
７）

０

７
８
１
へ
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
手
助
け
で
き
る
よ

う
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
知
識

を
深
め
ま
す
。

第
１
回
「
認
知
症
の
方
の
介
助
の
コ
ツ
を
学
ぶ
」

■
日
時
／
２
月
21
日
（月）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

第
２
回
「
い
ざ
と
い
う
と
き
の
見
守
り
と
声

か
け
を
学
ぶ
」

■
日
時
／
２
月
28
日
（月）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

第
３
回
「
若
年
性
認
知
症
を
学
ぶ
」

■
日
時
／
３
月
７
日
（月）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

第
４
回
「
認
知
症
予
防
を
学
ぶ
」

■
日
時
／
３
月
14
日
（月）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

定
員
／
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

に
該
当
す
る
世
帯
（
福
祉
施
設
入
所
者
、

生
活
保
護
世
帯
を
除
く）

。
①
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
②
重
度
障
が
い
者

が
い
る
世
帯
、
③
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を

扶
養
す
る
ひ
と
り
親
世
帯
、
④
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
避
難
世
帯
。

●
助
成
額
／
１
世
帯
７
千
円

●�

そ
の
他
／
Ⓑ
に
該
当
す
る
世
帯
で
、
す
で

に
申
し
込
み
を
し
て
い
る
場
合
の
手
続
き

は
不
要
で
す
。

●�

申
込
／
Ⓐ
は
３
月
11
日
（金）
ま
で
、
Ⓑ
は
２

月
28
日
（月）
ま
で
市
健
康
福
祉
課
生
活
福
祉

係
☎（

８
５）

０
３
９
５
へ
。

要
介
護
認
定
者
等
の
障
害
者
控
除

　
65
歳
以
上
の
方
で
、
要
介
護
４
お
よ
び
５

の
方
、
要
介
護
３
以
下
で
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
は
、
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
所

得
税
お
よ
び
住
民
税
を
申
告
す
る
際
に
、
認

定
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
障
害
者
控
除
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
定
書
が

必
要
な
方
は
、
市
高
齢
者
支
援
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
市
高
齢
者
支
援
課
介
護
福
祉
係

☎（

８
５）

０
７
７
７
へ
。

気
象
災
害
等
対
策
生
産
資
材

緊
急
支
援
事
業
費
補
助
金

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に

気
象
災
害
に
よ
る
被
害
の
認
定
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
だ
さ
い
。

●�

対
象
／
令
和
３
年
４
月
の
降
霜
・
５
月
以

受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
方
各
12
人
（
４
回

全
て
受
講
で
き
る
方
を
優
先
）

●�

申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
推
進

係
☎（

８
５）

０
８
７
５
へ
。

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

老
い
支
度
講
座

　
い
つ
ま
で
も
前
向
き
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

老
い
に
備
え
る
予
備
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
か
か
る
費
用

■
日
時
／
２
月
３
日
（木）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

老
い
に
備
え
る
健
康
貯
筋
と
そ
の
運
用

■
日
時
／
２
月
10
日
（木）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

認
知
症
予
防
と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

■
日
時
／
２
月
17
日
（木）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

終
活
の
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
成
年
後
見
制
度

■
日
時
／
２
月
24
日
（木）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
各
12
人

●�

申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
推
進

係
☎（

８
５）

０
８
７
５
へ
。

さ
わ
や
か
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
体
操

　
認
知
症
予
防
の
た
め
の
、
頭
と
体
の
体
操

を
体
験
し
ま
す
。

●
日
時
／
１
月
24
日
（月）
午
後
１
時
30
分
～

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
30
人

●�

持
ち
物
／
運
動
し
や
す
い
服
装
・
靴
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル

●�

申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
推
進

係
☎（

８
５）

０
８
７
５
へ
。

降
の
ひ
ょ
う
害
に
よ
り
、
収
穫
量
ま
た
は

販
売
額
が
平
年
の
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と

な
っ
た
果
樹
・
野
菜
等
の
生
産
者

●�

補
助
上
限
／
10
ア
ー
ル
当
た
り
５
万
円
。

品
種
や
被
害
の
程
度
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●�

申
込
／
１
月
21
日
（金）
ま
で
市
農
林
課
農
業

振
興
係
☎（

８
５）

１
７
５
３
へ
。

市
に
提
出
す
る
請
求
書
へ
の

押
印
が
省
略
で
き
ま
す

　
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
に
発
行
し
た
市

に
提
出
す
る
請
求
書
の
う
ち
省
略
要
件
を
満

た
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
請
求
者
の
押
印
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
押
印
の
有
る

請
求
書
に
つ
い
て
も
従
来
ど
お
り
取
り
扱
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

省
略
要
件
／
住
所
、
氏
名
（
法
人
、
団
体

等
は
名
称
お
よ
び
代
表
者
の
職
氏
名
）
等

の
必
要
事
項
に
加
え
、
次
の
①
～
③
を
必

ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
①
発
行
責
任
者

の
職
氏
名
、
②
担
当
者
の
職
氏
名
、
③
連

絡
先
の
電
話
番
号

●
問
合
せ
／
市
会
計
課
審
査
出
納
係

　
☎（

８
５）

１
８
２
４
へ
。

市
消
費
生
活
研
究
会

リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

　
家
に
あ
る
余
り
布
を
再
利
用
し
、
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
と
マ
グ
ネ
ッ
ト
メ
モ

押
さ
え
を
作
り
ま
す
。

●
日
時
／
２
月
14
日
（月）
午
後
１
時
30
分
～

●
会
場
／
西
部
地
区
公
民
館

●�

持
ち
物
／
裁
縫
道
具
、
布
２
枚
（
40
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
×
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

●�

申
込
／
１
月
31
日
（月）
ま
で
市
市
民
生
活
課

生
活
安
全
係
☎（

８
５）

１
８
７
６
へ
。

市
立
保
育
所

令
和
４
年
度
会
計
年
度
職
員
募
集

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
区
分
／
保
育
士

●�

勤
務
時
間
等
／
月
～
土
曜
日
の
う
ち
５
日

間
、
午
前
７
時
～
午
後
７
時
の
う
ち
７
時

間
30
分

●�

申
込
方
法
／
履
歴
書
に
資
格
証
の
写
し
を

添
え
て
、
市
子
育
て
推
進
課
へ
持
参
。

●�

問
合
せ
／
市
子
育
て
推
進
課
子
ど
も
支
援

係
☎（

８
５）

０
９
０
７
へ
。

｢

寒
河
江
～
谷
地
線
」の
路
線
が

延
長
さ
れ
ま
し
た

　
バ
ス
の
路
線
が
河
北
病
院
ま
で
延
長
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
く
設
置
さ
れ
た
バ
ス
停
等
の

詳
細
は
、
山
交
バ
ス
株
式
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
山
交
バ
ス
株
式
会
社
寒
河
江
営

業
所
☎（

８
６）

２
１
８
１
へ
。

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。

今
月
の
納
税
等

納
期
限
は
１
月
31
日
（月）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
（
７
期
）

介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
（
７
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

（
７
期
）

２月の相談日（市長・法律・登記相談は要予約）
市長相談／24日㈭９:00～11:00、市市民生活課☎85-1876
法律相談／15日㈫13:15～16:35、市市民生活課☎85-1876
消費生活相談／平日９:00～16:00、市市民生活課☎85-1876
教育相談ダイヤル／平日８:30～17:00、市学校教育課☎86-1700
人権相談／平日８:30～17:15、法務局寒河江支局☎86-3258    
ふれあい相談所
ハートフルセンター２階
市社会福祉協議会☎86-7867
　法律相談／１日㈫13:30～16:30
　一般相談・登記相談・行政相談／17日㈭13:30～15:30

1617 2022.1.5・20　市報さがえ2022.1.5・20　市報さがえ
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就学援助制度
＝｢新入学学用品費等」は入学前支給が可能です＝

　市では、経済的な事情で就学が困難な小・中学生のお子さんを持つ保護者に対して、学用品費やオンライン学習
通信費などの費用の一部を援助しています。

【認定基準】
　○市町村民税が非課税、または減免を受けている方
　○国民年金保険料の減免を受けている方
　○国民健康保険料の減免、または徴収猶予を受けている方
　○児童扶養手当の支給を受けている方
　○社会福祉協議会から生活福祉資金等の貸し付けを受けている方
　○東日本大震災により被災し、経済的に就学が困難と認められる方　…など

●問合せ／市学校教育課学事係☎85-1527へ。

【就学援助費の支給項目】
支給項目 援助内容 支給時期
学校給食費 保護者が学校給食費として納入する額

７月、12月、翌年３月�
学用品費 通常必要とする学用品購入費

通学用品費 通常必要とする通学用品購入費
クラブ活動費 クラブ活動に必要な経費（中学校のみ）

オンライン学習通信費 児童・生徒が通常必要とするオンライン学習通信費
校外活動費 学校行事として行われる校外活動に参加するために必要な経費 翌年３月
修学旅行費� 修学旅行に参加するために必要な交通費や宿泊費等 費用精算終了後
医療費 結膜炎・中耳炎・う歯等の治療費 直接医療機関に支払い

新入学学用品費等 ※支給時期を選択可
入学前支給
（入学準備金）

次年度に小学校または中学校に就学を予定している方が通常必要
とする学用品および通学用品購入費 ３月

入学後支給 新入学児童・生徒が通常必要とする学用品および通学用品購入費 ７月

　　※転入者には所得課税証明書の提出をお願いする場合があります。
　○その他の児童生徒……随時受け付けしていますので、在籍する学校にお問い合わせください。

【申請方法】
　○次年度に小学校または中学校への就学を予定している方
学校 支給区分 提出書類 提出先 提出期限

小学校

｢新入学学用品費等」
の入学前支給を
希望する場合

・就学援助費（入学準備金）に係る認定申請書
　（小学校入学用）
・申請者名義の通帳の写し

市学校教育課
１月末
令和４年
１月31日㈪

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書 入学する小学校
４月初め
学校ごと
に異なる

｢新入学学用品費等」
の入学後支給を
希望する場合

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書
・申請者名義の通帳の写し 入学する小学校

４月初め
学校ごと
に異なる

中学校

｢新入学学用品費等」
の入学前支給を
希望する場合

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書
・就学援助費（入学準備金）に係る認定申請書
　（中学校入学用）
・申請者名義の通帳の写し 在籍する小学校

１月下旬
学校ごと
に異なる｢新入学学用品費等」

の入学後支給を
希望する場合

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書
・申請者名義の通帳の写し

（

（

（

（

）

）

）

）

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
講
習
会

　
会
員
同
士
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
１
月
26
日
（水）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
10
人

小
学
生
の
日
「
お
も
し
ろ
環
境
実
験
工
作
教
室
」

　
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
12
日
（土）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
市
内
在
住
の
小
学
生
12
人

祖
父
母
の
日
「
Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」

　
頭
と
体
の
体
操
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
９
日
（水）
午
前
10
時
30
分
～
11
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
祖
父
母
と
お
孫
さ
ん
６
組

●
申
込
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎（

８
３）

　
３
２
２
５
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
物
案
内

終
活
ラ
イ
フ
講
話
会

■
日
時
／
１
月
27
日
（木）
午
前
10
時
～
正
午

■
参
加
費
／
１
５
０
円

折
り
紙
を
楽
し
む
会

■
日
時
／
２
月
10
日
（木）
午
前
10
時
～
正
午

■
参
加
費
／
２
５
０
円

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
物
づ
く
り

■�

日
時
／
２
月
17
日
（木）
・
23
日
（水）
の
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

■
参
加
費
／
９
０
０
円

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

●�

申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎（

８
７）

１
３
２
８
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

市
内
小
中
学
校
図
画
習
字
作
品
展

●�

日
時
／
２
月
５
日
（土）
～
28
日
（月）
の
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時
）

●
会
場
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

●�

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎（

８
６）

１

８
１
８
へ
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
だ
い
ご

●�

日
時
／
２
月
８
日
（火）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
醍
醐

●
問
合
せ
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
醍
醐

　
☎（

８
４）

０
３
０
９
へ
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
こ
し
え

●�

日
時
／
２
月
22
日
（火）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
皿
沼
公
民
館

●
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
島

　
☎（

８
４）

７
１
９
０
へ
。

ア
ス
ポ
ー
ト
さ
が
え

ち
び
っ
こ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊

　
さ
ま
ざ
ま
な
用
具
を
使
っ
て
、
体
を
動
か

す
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
す
。

●
日
時
／
２
月
20
日
（日）
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
市
民
体
育
館

●
定
員
／
未
就
学
児
（
年
少
～
年
長
）
80
人

●
参
加
費
／
５
０
０
円

●�

持
ち
物
／
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服
装
、
内

履
き

●
申
込
／
市
民
体
育
館
☎（

８
６）

５
１
１
３
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ　
第
289
・
290
回
公
演

銀
幕
の
悲
喜
劇
「
蒲
田
行
進
曲
」
上
映

　
大
部
屋
役
者
が
、
主
役
に
代
わ
っ
て
命
が

け
で
10
メ
ー
ト
ル
の
階
段
落
ち
に
挑
む
。
日

本
の
映
画
賞
を
独
占
し
た
名
作
。
風
間
杜
夫
、

松
坂
慶
子
、
平
田
満
出
演
。

■
日
時
／
１
月
23
日
（日）
午
後
２
時
～
４
時
20
分

■
提
供
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭

　

｢

水
没
の
村　
寒
河
江
ダ
ム」

、｢

限
界
集
落

北
山
」
の
２
本
を
上
映

■
日
時
／
１
月
30
日
（日）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
定
員
／
60
人

●�

問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０（

７
０
６
８）

３
９

９
０
へ
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
研
修
会

　
つ
な
が
り
、
支
え
合
い
か
ら
得
ら
れ
る
豊

か
な
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。�

●�

日
時
／
２
月
１
日
（火）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
80
人

●�

申
込
／
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎（

８
３）

３

２
２
０
へ
。

令
和
４
年
度
県
み
ど
り
豊
か
な

森
林
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
募
集

　
や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活
用
し
県
民
参
加

の
森
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
申
し
込
み
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
支
援
上
限
／
一
団
体
あ
た
り
50
万
円

●�

支
援
対
象
／
令
和
４
年
度
中
に
実
施
す
る

次
の
①
～
④
の
取
り
組
み
。
①
豊
か
な
森

づ
く
り
活
動
、
②
自
然
環
境
保
全
活
動
、

③
森
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
、
④
木

に
親
し
む
環
境
づ
く
り

●�

申
込
／
２
月
４
日
（金）
ま
で
村
山
総
合
支
庁

森
林
整
備
課
森
づ
く
り
推
進
室
☎
０
２
３

（

６
２
１）

８
２
４
８
へ
。

県
立
農
林
大
学
校

新
規
就
農
研
修
生
を
募
集

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
先
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
期
間
／
１
年
間
（
４
月
～
令
和
５
年
３
月
）

●
定
員
／
新
規
就
農
希
望
者
50
人

●�

研
修
先
／
農
業
関
係
試
験
研
究
機
関
、
先

進
農
業
経
営
者
、
農
林
大
学
校
等

●�

そ
の
他
／
テ
キ
ス
ト
代
・
傷
害
保
険
・
宿

泊
費
等
に
つ
い
て
は
自
己
負
担

●�

申
込
／
１
次
募
集
は
１
月
28
日
（金）
ま
で
、

２
次
募
集
は
３
月
４
日
（金）
ま
で
県
立
農
林

大
学
校
研
修
部
☎
０
２
３
３（

２
２）

８
７

９
４
へ
。
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SAGAE CITY INFORMATION お知らせ

▶乳幼児健診

●受付／午後１時～１時30分
●会場／ハートフルセンター
●持ち物／健診票、母子健康手帳、バスタオル
●�その他／感染症の疑いがあったり体調が悪い場合は、電
話連絡の上、翌月の健診日程をご利用ください。また、
転入等でお済みでない方もお早めに受診してください。

▶妊娠届け出・母子健康手帳交付（妊婦健康相談）
　妊娠の届け出は母子保健法で定められており、届け出を
された際に母子健康手帳等を交付します。都合が付かない
場合は、電話等で相談してください。
●日時／開庁日の午前９時～11時30分
●会場／ハートフルセンター
●持ち物／医療機関交付の妊娠届出書、個人番号（通知カ
　ード等）および本人確認（免許証等）ができるもの

▶パパママスクールゆったり妊娠編（３日前まで要申込）
●日時／２月17日㈭午後１時30分～３時30分
●会場／ハートフルセンター
●�内容／助産師講話「おっぱいのこと・お産のこと」、栄養
士講話「妊娠中の食事について」
●持ち物／母子健康手帳

▶保健師個別育児相談
●日時／２月10日㈭午後１時30分～３時30分
●会場／ハートフルセンター
●�内容／育児のこと、子どもの発達のこと、ママの心と体
の疲れのこと等
●持ち物／母子健康手帳

▶産後リフレッシュ講座（３日前まで要申込）
●日時／２月25日㈮午後１時30分～２時30分
●会場／ハートフルセンター
●対象／生後６カ月までの赤ちゃんとお母さん
●�内容／母乳育児や産後のママの体について助産師からの
ワンポイントアドバイス、簡単な体操など
●持ち物／母子健康手帳

▶助産師による母乳ミルク個別相談室
●日時／２月10日㈭午後１時30分～３時30分
●会場／ハートフルセンター
●対象／妊娠中または育児中の方
●�内容／母乳や育児用ミルクのあげ方、おっぱいのお手入
れ等
●持ち物／母子健康手帳

▶休日当番医（診療時間は午前９時～午後５時）
　日曜日や祝日に病気・けがをしたときは、まずかかりつ
けのお医者さんへ連絡しましょう。休診や留守等でやむを
得ないときのみ、休日当番医で受診してください。受診す
る際は、健康保険証を忘れずに持参してください。

　臨床心理士による相談で、家族による相談もでき
ます。相談は事前申し込みが必要です。
●日時／２月15日㈫午前10時～正午
●会場／ハートフルセンター
●�申込／認定ＮＰＯ法人発達支援研究センター若者
相談支援拠点☎023-623-6622へ。

不登校・ひきこもり個別無料相談会

　精神科医師による、心の健康に関する相談で、事
前申し込みが必要です。
●期日／２カ月に１回（奇数月）
●会場／村山総合支庁西村山地域振興局
●申込／村山保健所保健企画課☎023-627-1184へ。

精神保健福祉相談

月　日 医　療　機　関 電話番号

１／16㈰ 中正堂髙橋医院 ☎87-1001

１／23㈰ 寒河江武田内科往診クリニック ☎86-2641

１／30㈰ 田村内科・消化器科クリニック ☎85-8700

２／６㈰ 豊岡整形外科 ☎86-4331

２／11㈮ すまいるレディースクリニック ☎86-3215

２／13㈰ にとう小児科医院 ☎84-5311

２／20㈰ 平野医院 ☎84-5500

２／23㈬ 三浦医院 ☎84-5600

２／27㈰ 山﨑医院 ☎86-0005

１月の行事予定
　株式会社リプライ（安藤克敏代表取締役社長）
様から、トイレットペーパー18ロール入り100ケー
スをいだきました。

ご寄附をいただきました

　クイズラリーなど各種イベントを開催しています。
●�日時／２月28日㈪までの午前９時～午後５時（２
月８日㈫は休館日）
●問合せ／慈恩寺テラス☎84-6811へ。

慈恩寺テラス冬まつり開催中

　１月１日付けで、人権擁護委員に逸見千鶴さん
（高屋）が再任されました。
　市内ではほかに、渡邉一博さん（下河原）、鹿間
豊さん（白岩）、若月仁さん（本楯）、公平順孝さ
ん（西根）、佐藤美奈子さん（南町）、大熊葉さん
（柴橋）、仁藤浩子さん（元町）、三瓶杉子さん（箕
輪）の８人が活躍されています。
●問合せ／山形地方法務局寒河江支局☎86-3258へ。

人権擁護委員に逸見千鶴さんを再任

●日時／２月５日㈯・６日㈰の午後２時～３時
●会場／最上川ふるさと総合公園
●定員／小学校低学年までの児童と保護者５組
●参加費／300円
●�申込／１月30日㈰まで最上川ふるさと総合公園
☎83-5195へ。

最上川ふるさと総合公園
節分ワークショップ

■次号の市報２月５日号は、２月４日㈮に発行します。

　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■�あげます／ガステーブル、紙おむつ、茶だんす、

飾り棚、テーブル（和室用）、パイプハンガー（シ
ングル）、洋服だんす、和だんす、鏡台、スチー
ムアイロン
■譲ります（有償)／鏡台、介護用べット（電動式）、
　�オイルヒーター、パイプハンガー（ダブル）、電

気ストーブ、サイクロン掃除機、電動シニアカ―
■譲って／キャットタワー

■あげます／スキー板、自転車、幼児用イス（木製）
■�譲ります（有償)／自転車、県立東桜学館の男子
学生服
●問合せ／市市民生活課地球温暖化対策室
　☎85-1914へ。

ふれあいゆずりあいコーナー
（12月27日現在）

＝子育てゆずりあいコーナー＝

14 ㈮ 法律相談／保健師個別育児相談／助産師による母
乳ミルク個別相談

15 ㈯

16 ㈰ 休日当番医（中正堂髙橋医院）／証明書交付窓口開
庁（午前）／ハートフルセンター休館日

17 ㈪ 市ドック

18 ㈫ 市ドック

19 ㈬ ゆめはーと寒河江「１月生まれのお誕生会」／１歳
６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

20 ㈭ 一般・登記・行政相談／健康相談

21 ㈮ ２歳６カ月児ピカピカ歯科検診

22 ㈯

23 ㈰ 休日当番医（寒河江武田内科往診クリニック）／証
明書交付窓口開庁（午前）

24 ㈪ 市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

25 ㈫ 中央公民館休館日

26 ㈬ 市長相談／３～４カ月児健診

27 ㈭ 健康相談／産後リフレッシュ講座

28 ㈮ 離乳食前期教室

29 ㈯
やまがた音と光のファンタジア2021スペシャルデ
ー（～30日）／さがえスポーツフェスティバル2022

（～30日）

30 ㈰ 休日当番医（田村内科・消化器科クリニック）／証
明書交付窓口開庁（午前）

31 ㈪
ヘルスメイト養成講座／固定資産税・都市計画税
（４期）、国民健康保険税（７期）、介護保険料（７
期）、後期高齢者医療保険料（７期）納期限

2/1 ㈫ 法律相談

2 ㈬ フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

3 ㈭ 健康相談

種　別 月　日 対　象

３～４カ月児健診 ２／16㈬ 令和３年10月生

９～10カ月児健診 ２／３㈭ 令和３年４月生

１歳６カ月児健診 ２／９㈬ 令和２年７月生

２歳６カ月児
ピカピカ歯科検診 ２／18㈮ 令和元年７月生

３歳６カ月児健診 ２／２㈬ 平成30年７月生

▶食育セミナー（１月24日㈪まで要申込）
●日時／１月27日㈭午後１時30分～（１時間程度）
●会場／ハートフルセンター
●内容／講話「カラダは食べ物からできている」

▶精神科医による、こころの健康相談（要申込）
　眠れない、気分が憂鬱（ゆううつ）など不調を感じてい
る方が増えています。こころに悩みを抱えている方、家族
のことが心配な方を対象とした個別相談です。
●日時／２月８日㈫午後２時～４時（１人50分程度）
●会場／ハートフルセンター

▶保健師・栄養士による、心や体の健康相談（要申込）
●ハートフルセンターへの来所相談／毎週木曜日（閉庁日
　を除く）の午前９時～11時30分
●電話相談／開庁日の午前８時30分～午後５時

2021 2022.1.5・20　市報さがえ2022.1.5・20　市報さがえ

保健だより
問い合わせ・申し込み・相談は、左段は市健康福祉課市民健康係☎85-0973、右段は市子育て推進
課すくすく健康係☎85-0916へ。
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■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
広
報
広
聴
係

　
〒
991-

8601　
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号　
☎（
８
５
）１
４
３
１

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

す
ぽ
っ
と
チ
ャ
ン
ネ
ル

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー 

さ
く
ら
ん
ぼ
特
派
員

Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　平成の終わりに、突然倒れて破損し

た市指定文化財の持国天立像。ようや

く修復が終わり、帰って来ました。　

　修復の費用はクラウドファンディン

グなどで賄ったそうです。慈恩寺本堂

で、皆さんを見守っていますので、会

いに行ってください。� （北條幸子）

　寒河江の平塩熊野神社は、舞楽や御塞神祭で有名です。舞楽は東京国立劇場で演じられ、御塞神祭は地域の祭りとしてドキュメンタリー番組で取り上げられました。慈恩寺とも関係の深い行基により開山されたという、歴史ある神社です。� （佐藤真由美）

　屋外は身に染みる寒さの中、観光い

ちご園のハウスの中は、まるで春を迎

えたようなポカポカ陽気と甘い香り。

赤く熟したイチゴを摘み取っては頬張

り、驚きの甘さに感激！�７種類の食べ

比べができ、夢のような至福の時間を

過ごせますよ。� （酒井由美子）

　霧の中でのやまがた音と光のファンタジアは、とても幻想的な雰囲気でした。15分ごとに変わるイルミネーションを楽しめ、バレンタインには、特別な演出があるそうです。１月29日と30日に開催されるスペシャルデーが楽しみですね！� （木村優子）

今
月
の
表
紙

寒河江市ホームページ

さがえの旬 な情報、ご覧ください！
寒河江市役所 検索

　
山
形
出
身
の
画
家
・
渡
辺
観
鳳
が

描
い
た
、
じ
っ
と
未
来
を
見
つ
め
る

虎
。
ひ
げ
は
荒
々
し
く
毛
並
み
は
美

し
い
。
観
鳳
は
寒
河
江
の
画
家
・
佐

藤
茂
の
師
匠
で
あ
る
。
虎
は
イ
ン
ド

で
毘
沙
門
天
の
使
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
所
蔵
者
で
あ
っ
た
茂
助
は
、
西
根

の
素
封
家
安
達
四
兵
衛
家
に
生
ま
れ
、

明
治
37
（
１
９
０
４
）
年
の
日
露
戦

争
の
黒
溝
台
の
激
戦
で
右
手
と
両
足

を
失
っ
た
。
西
根
村
の
四
兵
衛
家
に

は
、
戦
争
に
行
っ
た
３
人
の
男
の
子

が
い
た
。
こ
の
人
た
ち
が
無
事
に
帰

還
で
き
る
よ
う
に
虎
の
条
幅
を
揮
毫

し
て
も
ら
っ
た
の
だ
と
も
い
う
。

　
茂
助
は
亡
く
な
っ
た
戦
友
を
悼
ん

で
花
を
捧
げ
、
子
ど
も
た
ち
に
も
書

を
指
導
し
た
。『
西
根
村
史
談
』
の
研

究
に
も
携
わ
っ
た
。
終
戦
の
時
は
、

３
ヶ
月
間
も
床
に
伏
せ
た
。
自
分
の

人
生
に
重
ね
て
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
昭
和
39
（
１
９
６
４
）

年
、
87
歳
で
没
。

　
　
市
史
編
纂
委
員
長　
宇
井　
啓


